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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２９年４月２７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２８年１０月３０日 １１時３３分ごろ 

発生場所 熊本県上天草
かみあまくさ

市鬼
き

島南東方沖（三角
み す み

港内の千鳥
ち ど り

瀬） 

 三角港荷
にない

島灯台から真方位１８４°１,５７０ｍ付近 

 （概位 北緯３２°３５.６′ 東経１３０°２７.４′） 

事故の概要  プレジャーボートＦ
エフ

－２６Ⅱ
ツー

は、北西進中、乗り揚げた。 

 Ｆ－２６Ⅱは、プロペラ翼の曲損等を生じた。 

事故調査の経過  平成２８年１１月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官（長

崎事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート Ｆ－２６Ⅱ、５トン未満 

 ２９３－１６５４６熊本、株式会社シークルーズ（Ａ社） 

 ７.０６ｍ（Lr）×２.４９ｍ×１.１３ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関（船外機）、１２８.７０kＷ、昭和５９年７月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５６歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成１５年１１月２５日 

  免許証交付日 平成２４年１２月１２日 

         （平成３０年１１月２５日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 プロペラ翼に曲損及び欠損、プロペラ軸に曲損、船底部外板に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風速 約２～３m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期、潮高 約２４１cm（三角

港） 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、友人１人を乗せ、上天草市大矢野
お お や の

島を反時計回りに１周して同島南岸にあるマリーナ（以下「本件マリ

ーナ」という。）に戻る目的で、同島東岸沿いの横
よこ

瀬戸を約１５ノッ

ト（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で北北東進した。 

 本船は、船長が、操舵区画右舷側にある椅子に腰を掛け、時々ＧＰ

Ｓプロッターを見ながら手動操舵に当たり、大矢野島東岸の塔
とう

ケ
が

埼東

方沖において、左舷船首方８００～９００ｍ付近に３～４隻の釣り船

を視認して約１１knに減速した後、同島東岸に沿って左転した。 
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 本船は、船長が、船首方の釣り船までの距離が約２００～３００ｍ

になった頃、釣り船を避ける目的で左転し、鬼島南東方沖を北西進

中、平成２８年１０月３０日１１時３３分ごろ衝撃を受けて船体が停

止した。 

 船長は、機関を中立運転にし、周囲を確認して浅瀬に乗り揚げてい

ることを知り、本件マリーナ及び海上保安庁に本事故発生の通報を行

い、来援した海上保安庁の監視取締艇に移乗して友人と共に本件マリ

ーナに戻った。 

 本船は、潮位の上昇に伴って自然に離礁し、本件マリーナの船にえ
．

い
．
航されて本件マリーナに戻った。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

 その他の事項  本船は、喫水が、船首約０.２ｍ、船尾約０.９ｍであった。 

 船長は、小型船舶操縦士免許を取得後、年に約３回Ａ社のレンタル

ボートで天草諸島周辺海域でのクルージングを行っており、本事故当

時、本船を借りて約３年ぶりのクルージングを行っていた。 

 船長は、クルージングの際には、ヨット・モーターボート用参考図

（Ｈ－１９６Ｗ、天草北部、平成１４年２月第３版、一般財団法人日

本水路協会発行、以下「本件参考図」という。）を持参して水路状況

の確認を行っていたが、本事故当時、本件マリーナに駐車した車の中

に本件参考図を忘れていた。 

 本件参考図には、鬼島南東方沖に拡延する干出浜（石）が記載され

ている。 

 海図Ｗ１９４（三角港付近、１万５千分の１）によれば、本船が乗

り揚げた鬼島南東方沖の浅瀬は、千鳥瀬と称する干出岩であり、付近

には干出浜が拡延している。 

 本船のＧＰＳプロッターには、千鳥瀬付近の干出浜や水深が表示さ

れていなかった。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船のＧＰＳプロッター画面 

 船長は、これまでに鬼島東方沖を５～１０回ほど航行した経験があ

ったが、約３年ぶりのクルージングであり、鬼島付近の水路状況を覚

えておらず、また、本事故当時、本件参考図を持参していなかったの

鬼島 

大矢野島 
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で、鬼島南東方沖に干出浜等の浅瀬があることを知らなかった。 

 船長は、平成２８年４月の熊本地震以降、周囲に迷惑を掛けないよ

うにという気持ちを強く持つようになり、本事故当時、航走波による

影響を与えないよう釣り船から離して航行していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、鬼島南東方沖を北西進中、船長が、鬼島南東方沖にある浅

瀬（干出岩）の存在を知らなかったことから、船首方の釣り船を避け

る目的で左転したところ、同浅瀬に向かう態勢となって航行し、同浅

瀬に乗り揚げたものと考えられる。 

 船長は、約３年ぶりのクルージングであり、鬼島付近の水路状況を

覚えていなかったこと、及び本事故当時、本件参考図を持参していな

かったことから、鬼島南東方沖にある浅瀬（干出岩）の存在を知らな

かったものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、鬼島南東方沖を北西進中、船長が、鬼島南東方

沖にある浅瀬（干出岩）の存在を知らなかったため、船首方の釣り船

を避ける目的で左転したところ、同浅瀬に向かう態勢となって航行

し、同浅瀬に乗り揚げたものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・航行予定海域については、海図等を用いて水路状況を確認するこ

と。 
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付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天草下島 天草上島 

三角港 

大矢野島 

維和島 
上天草市 

八代海 

島原湾 

島原半島 

長崎県 

熊本県 

横瀬戸 

維和島 

大矢野島 
上天草市 

塔ケ埼 

鬼島 

三角港荷島灯台 

千鳥瀬 × 

三角港 

本船 

事故発生場所 

（平成２８年１０月３０日 

１１時３３分ごろ発生） 

３～４隻の釣り船 


